
問診表 
 

鍼治療とは関係ないようなことをお伺いしますが、全身状態を知るのに大切な 

ことです。よく考えて記入をお願い致します。 
（書きたくないところは無理して書かなくて結構です。） 

 

氏名 

 

男・女 
昭・平・令  年  月  日生（  歳） 

            

身長    cm  体重     kg 

 

住所 
〒 
 

                        

電話 
電話   －   － 

携帯   －   －     ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ        ＠ 

※子供が小さいため、突然休むことがあります。連絡のとれる電話番号をお願いいたします。 

◆ 現在、最もお困りの症状は？ 

                              

                              
 

◆ それらの症状は、いつから始まり、どのような経過をたどっていますか？ 

その症状について現在治療を行っていますか？ 

                              

                              

                              

                                                           
 

◆今現在、もしくは今までにかかった大きな病気はありますか？ 

糖尿病・心臓病・癌・肝炎 （その他         ） 
 

◆それは現在どのような状態ですか？（どのような治療をしていますか？） 

                              

                              
 

◆当院に何を希望して来院なさいましたか？ 

                              

                              
 

◆ 現在、服用されているお薬はありますか？（薬の名前） 

                              

                              



◆ 次のような症状がありますか？もしあれば番号に○をつけてください。 
 

１． 肩がこる     ７．指のしびれ   １３．手のこわばり  １９．その他の痛み 

２． 背中がこる    ８．腕のしびれ   １４．足のこわばり  ２０．耳鳴り 

３． 首の後ろがこる  ９．足のしびれ   １５．腕・肘の痛み  ２１．だるい 

４． 足の冷え    １０．手のまひ    １６．膝の痛み    ２２．不眠 

５． 腰の冷え    １１．足のまひ    １７．腰痛      ２３．食欲がない 

６． 手の冷え    １２．顔のまひ    １８．生理痛      
 
◆食欲： よい  ふつう  ない 

◆睡眠： よい  眠れない（寝つきが悪い・途中で目が覚める） 夢をよく見る 

◆小便： 一日に（  ）回ぐらい   夜間に（  ）回 

◆大便： （  ）日に（  ）回ぐらい  硬い 普通 軟らかい 下痢 便秘  
 

◆ 下記の中で当てはまるものがありましたら○をつけてください。 
 

疲れやすい 気分が憂鬱になる もの忘れをする イライラする 汗をかきやすい  

寝汗をかく 頭痛 頭重 頭鳴 難聴 めまい のぼせる 立ちくらみ 

視力低下 目が疲れる 目がかすむ 目がショボショボする 目のクマができやすい  

くしゃみ 鼻汁 鼻汁がのどにおりる 鼻づまり 鼻血 

のどが痛む のどがつかえる のどが渇く 水分をよくとる 口の中が乾燥する 

唇が乾く せき たん 喘息 息切れ 動悸 胸痛 

口が苦い 生ツバがでる ゲップ 胸やけ みぞおちのつかえ 嘔気 嘔吐 乗り物酔い 

腹痛 腹が張る 腹が鳴る ガスがよく出る 性欲の減退 

爪がもろい 髪が抜けやすい 皮膚がカサカサする 皮膚のかゆみ しもやけができる 

足に力が入らない 足がふらつく 手がこわばる 

 

★鍼灸治療の副作用について★ 

◆血管にあたると血が出ます。その場合圧迫して止血します。血の止まりにくい方や、血

液をサラサラにするようなお薬を服用していらっしゃる方は、鍼治療前に必ず主治医にご

相談ください。◆たまに内出血をおこすことがあり、打ち身と同じような経過で治ります。

◆ごくまれに神経付近に鍼先が向かい、一時的にしびれたりすることがあります。鍼は髪

の毛ほどの太さであり、鍼を刺したことによる神経損傷の報告はありませんが、なるべく

神経を避けた施術をしています。◆肺にささると肺の周りに空気がたまる気胸になること

があります。じっとしているだけで治ることもありますが、程度がひどければ、たまった

空気を抜かなければならない場合があります。そうならないように肺に向かって刺さない

ようにしています。◆当院では感染が起こりにくいよう使い捨ての鍼を用いています。◆

お灸の合併症としてはやけど、水ぶくれなどがありますが、できるだけやけどを作らない

よう注意しています。◆当院の鍼灸治療は保険適用されず、自費になります。 

上記の内容にご同意いただき、施術を希望される場合はご署名をお願いいたします。         

署名               

困っていらっしゃる、他の患者様の参考になるよう、学会やホームページに治療内容を症

例として報告させていただいております。（無断でホームページに写真や動画を掲載するこ

とはありません。）上記のことにご了承いただけるようでしたら、以下に同意のご署名をお

願いいたします。             署名               


